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広報 平成2年7 月10日 m 
町 の 人 口 

（平成2年6 月30日） 

男 3,881(+1 ) 

女 4,342 ( 0 ) 

計 8,223(+1 ) 

世帯数 2,753（一7 ) 

陳
 

謝
 

文
 

過
般
の
方
城
町
政
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
 

た
一
連
の
諸
問
題
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
 

を
は
じ
め
関
係
各
位
へ
多
大
の
ご
迷
惑
 

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
 

に
私
の
不
徳
の
い
た
す
と
こ
ろ
で
あ
り
 

深
く
反
省
し
ま
す
と
共
に
心
よ
り
お
詫
 

び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

こ
の
た
び
、
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
 

よ
り
町
政
の
正
常
化
が
図
ら
れ
よ
う
と
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
時
に
あ
た
り
、
町
政
を
あ
ず
か
 

長
徳
 

町
 
俊
 

城
 

崎
 

方
岩
 

る
者
と
し
て
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
則
 

り
住
民
全
体
の
幸
せ
と
町
の
発
展
、
向
 

上
の
た
め
、
公
正
な
行
財
政
の
運
営
を
 

め
ざ
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
こ
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
 

関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
 

お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
私
職
の
 

誠
意
を
ひ
歴
し
て
、
衷
心
か
ら
陳
謝
し
 

ま
す
。
 

平
成
二
年
七
月
十
日
 

方
城
町
長
 
岩

崎

俊

徳

 

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
に
つ
い
て
 

(7

月
1

日
ー
 31 

日） 

同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
は
、
行
政
 

の
責
務
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
民
的
課
 

題
で
あ
り
ま
す
。
 

県
及
び
市
町
村
は
本
問
題
を
解
決
す
 

る
た
め
、
各
種
の
施
策
を
推
進
す
る
と
 

と
も
に
、
と
り
わ
け
そ
の
真
の
解
決
を
 

目
指
す
た
め
に
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
 

実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

し
か
・
で
・
な
が
ら
、
同
和
問
題
が
国
民
 

的
課
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
い
ま
だ
 

に
徹
底
せ
ず
、
今
日
な
お
、
差
別
は
残
 

念
な
が
ら
依
然
と
し
て
後
を
絶
っ
て
い
 

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
同
和
問
題
の
解
決
を
自
 

ら
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
差
別
を
許
 

さ
な
い
意
識
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
同
 

平成2 年度同和問題啓発強調月 

映 画 「竹の子のうた」 

間講演会日程表 

講
 

講 演 「生きること、学ぶこと」 講 師 大沢敏郎氏 

地 区 期 日 会 場 所 在 地 

発
 

強
 

調
 

月
 

間
 

同
 

和
 

問
 

題
 

啓
 

福 岡 

平成2年 

7月10 日 

（火） 

メルノfJレクホール 

（郵便貯金ホール） 

福岡市中央区薬院4-14-52 

TEL 092-523-1100 

筑 後 

平成2年 

7月11 日 

（水） 

柳川市民会館 柳川市坂本町29 

TEL 09447-2-5168 

北九I」」 

平成2年 

7月24 日 

（火） 

九州厚生年金会館 北九州市小倉北区大手町 

TEL 093-592-5401 

筑 豊 

平成2年 

7月25 日 

（水） 

飯塚市民会館 飯塚市西町2一58 

TEL 0948-22-3274 

和
問
題
啓
発
強
調
月
間
を
設
け
て
、
u
 

種
の
啓
発
行
事
を
実
施
し
、
町
民
挙
げ
 

て
の
差
別
を
な
く
す
運
動
を
展
開
致
し
 

ま
す
。
 

方
城
町
で
は
、
次
の
と
お
り
行
事
を
 

計
画
致
し
ま
し
た
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
 

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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昭和63年度決算の状況 

平成2年5月臨時議会において、昭和63年度の 

決算認定が行われましたのでお知らせいたします。 

普通会計の決算状況 

歳 入 

特別会計の決算状況 

（単位】千円） 

地方譲与税 

25,475 
(0,5%) 

（単位I千円） 

国 保 老人医療 水 道 病 院 

総収入 410,180 646,699 151,906 232,209 

総支出 425,941 642,255 170,342 249,578 

差 引 A 15,761 4,444 A 18,436 A 17,369 

赤字解消の状況 （単位】千円） 

1990年度「同和」問題啓発強調月間行事計画表 

行事及び行事概要 

行 事 内 容 
摘 要 

実施月日 場 所 講 師 対 象 者 実施主体 

街頭啓 発 

各地域において朝の出勤者 

に街頭啓発を実施する。 

7 月11日 

午前7時 

町内各地 

7 ケ所 

町同推協役員 

行政（課長） 

全町民 

総務課 

チラシ 

＊県800枚 

講 演 会 

町民の同和間題に対する 

正しい認識と理解を深める 

ノこめ全町民を対象に実施魂 

7 月22日 

（日） 

午前10時 

町民体育館 講師 

山中多美男氏 
（予定） 

全町民 町同推協 

＊整理券の配布 

＊ポスターの掲示 

＊テイ ッシュ配布 

＊キーハンガー 

行政職員研修 

行政職員の同和問題解決に 

たいする資質の向上を図る。 

7 月19日 

(*) 

中央公民館 講師 

見増圭一氏 

行政職員全員 行政部会 

（総務課） 

就学前教育研修会 

講演会を行う 

6 月23日 

(D 

中央公民館 講師 

堀内 忠氏 

＊保母職員 

＊学校教職員 

就学前教育 

推進協議会 

啓発・広報 

＊横断幕・懸垂幕 

＊町広報紙 

＊ポスター 

期間中 

役場 

中央公民館 

隣保館 

歩道橋 

全町民 同和対策室 

教育委員会 

社会教育関係団体の研修 

社会教育に関係する団体の 

人々の同和間題に対する理 

解を深める。 

7・ 8 ・ 9 

月協議の上 中央公民館 協議の上 団体所属の人 教育委員会 

地区公民館長の研修会 

町内啓発の推進協力者とし 

ての理解を深めるための 

研修 

12月 

人権週間 

に合わせて 

中央公民館 

各地区の 

地区公民館長 教育委員会 

人権作文・ポスタ― 

児童・生徒の人権作文・ポ 

スターの作成と表現活動を 

通して同和間題の理解と関 

心を演める。 

学校 教師 児童・生徒 学校部会 

企業内における研修会 企業内従業者 

<D
ー
ユ
j
D
人
、
舞
《
」
午
」
滴
裏
熱
 
ノ
、
痘
工
刊
D

八
よ
八
町
】
ベ
ノ
ノ
、
I
ノ」ヤ」 

財
政
再
建
 

平
成
屯
年
度
完
了
へ
 

〈
再
建
期
間
→
一
年
間
短
縮
〉
 

昭
和
五
十
七
年
度
に
財
政
再
建
準
用
 

団
体
の
指
定
を
受
け
、
早
く
も
八
年
を
 

経
過
し
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
七
年
度
の
赤
字
額
二
十
一
 

億
四
千
七
百
六
十
二
万
円
も
当
初
計
画
 

よ
り
も
、
六
億
円
早
い
ペ
ー
ス
で
赤
字
 

解
消
を
行
う
こ
と
が
出
来
、
平
成
元
年
 

度
の
赤
字
額
は
、
七
億
四
千
七
百
四
万
 

円
で
す
。
 

昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
平
成
元
年
度
 

迄
の
八
年
間
で
、
十
四
億
五
十
八
万
円
 

の
赤
字
解
消
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
又
 

財
政
再
建
期
間
も
十
二
年
間
か
ら
一
年
 

短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
、
平
成
四
年
度
 

を
も
っ
て
完
了
す
る
予
定
で
す
。
 

財
政
再
建
へ
の
道
は
、
大
変
厳
し
い
 

も
の
で
す
が
、
今
後
共
町
民
の
皆
様
の
 

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
、
ご
協
力
を
お
願
 

い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

さ
ら
に
平
成
三
年
度
完
了
を
目
指
し
 

て
、
鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
 

ま
す
。
 

基金費 
474,151 
(8.0%) 

（単位】千円） 出
 

歳
 

その他 人件費 

ノ 
’ 公1貝買 

前年度繰上充用金 
総額 

5,911,088 
1 ,362,297 

(23.0%） ノ 
V 

失業対策 
事業費 
195,930 
(13.5%) 

物件費 
134,171 (2.3%) 

1,325,207 

(22.4%) 

普通建設 
事業費 

540,401 
(9.1%) 

扶助費

172, 637 
(2,9%) 

災害復旧事業費 

61,541 (1.0 %) 

指定日の属 
する年度 
昭和57年度 

昭和58年度 昭和59年度 昭和60年度 昭和61年度 昭和62年度 

当 初 計 画 Al, 599 , 639 137,192 157,691 162,941 122,610 4,889 

変 更 計 画 A 1,599,639 137,192 157,691 162,941 122,610 204,889 

解 消 実績額 A 1,599,639 137,192 157,691 162,941 122,610 204,889 

実質収支（赤字額） A 2,147,620 A 2,010,428 A 1,852,737 Al, 689 , 796 A 1,567,186 Al, 362, 297 

昭和63年度 平成元年度 平成2年度 平成3年度 平成4年度 平成5年度 

当 初 計 画 66,998 148,259 209,975 360,525 558,923 217,617 

変 更 計 画 266,998 348,259 209,975 360,525 358,923 

解 消 実績額 266,998 348,259 

実質収支（赤字額） A 1,095,299 A 747,040 A 537,065 A 176,540 182,383 一
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方
城
中
学
校
 
人
権
作
文
か
ら
 

『
昔
の
子
ど
も
』
と
『
今
の
子
ど
も
 

「
最
近
の
若
い
も
の
は
 

」 

「
今
の
子
ど
も
た
ち
は
ー
ー
ー
」
 

な
ん
て
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
 

「
私
達
の
若
い
こ
ろ
は
、
あ
あ
だ
っ
た
 

こ
う
だ
っ
た
。
」
 
と
い
う
ふ
う
に
。
 

確
か
に
本
当
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
 

で
も
、
そ
ん
な
言
い
方
で
比
べ
て
ほ
し
 

く
な
い
で
す
。
 

「
学
歴
だ
け
が
 

全
て
じ
ゃ
な
い
。
」
 

な
ん
て
言
い
な
が
ら
も
、
親
は
子
ど
も
 

方
城
中
学
校
三
年
 

を
い
い
学
校
に
入
れ
よ
う
と
し
ま
す
。
 

日
常
の
会
話
も
社
交
辞
令
ば
か
り
で
す
。
 

時
の
流
れ
に
つ
れ
て
人
が
変
わ
る
の
は
 

当
然
だ
と
思
い
ま
す
。
 

で
も
ガ
昔
4

の
子
ど
も
か
ら
ル
今
β
 

の
子
ど
も
に
変
え
て
し
ま
っ
た
の
は
、
 

世
間
で
す
。
 

大
人
の
人
た
ち
な
ん
で
す
。
 

私
達
は
、
こ
ん
な
世
界
の
中
で
生
き
 

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
 

春
の
交
通
安
全
推
進
大
会
開
催
 

ー
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
 
ー
 

春
の
交
通
安
全
推
進
大
会
が
、
四
月
 

十
四
日
、
田
川
市
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
 

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
田
川
市
郡
か
ら
約
五
百
人
 

が
参
加
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
 

田
川
警
察
署
長
か
ら
田
川
地
区
の
交
 

通
事
故
に
つ
い
て
 

〇
青
少
年
、
特
に
女
性
の
事
故
が
多
 

い。 

〇
技
術
（
テ
ク
ニ
ッ
ク
）
が
未
熟
な
 

の
に
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
。
 

〇
高
令
者
、
子
ど
も
の
事
故
が
多
い
。
 

〇
一
寸
し
た
注
意
を
怠
っ
た
た
め
事
 

故
を
起
こ
す
の
で
意
識
を
か
え
る
こ
 

と
。
等
の
話
が
あ
、
p
た。 

方
城
町
立
病
院
の
現
状
 

と
新
病
院
へ
の
期
待
 

方
城
町
立
病
院
 

詫
 

庁
 

衆
 

三
 

方
城
町
立
病
院
に
赴
任
し
て
早
い
も
 

の
で
三
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
の
た
 

び
6
月
1
日
を
も
ち
ま
し
て
、
私
た
ち
 

自
治
医
科
大
学
の
後
輩
に
あ
た
る
大
屋
 

先
生
が
当
院
の
常
勤
内
科
医
と
し
て
赴
 

任
さ
れ
、
嘱
託
の
外
科
の
高
田
先
生
と
 

共
に
医
師
三
人
に
よ
る
診
療
体
制
で
、
 

町
立
病
院
は
新
た
な
出
発
を
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
機
会
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
 

改
め
て
ご
挨
拶
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

こ
の
二
年
間
は
最
新
型
胃
カ
メ
ラ
の
 

導
入
、
超
音
波
診
断
装
置
（
ェ
ゴ
ー
）
 

の
積
極
的
活
用
、
自
動
血
圧
計
の
導
入
 

に
よ
り
、
癌
・
成
人
病
の
早
期
発
見
と
 

治
療
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
 

特
に
胃
カ
メ
ラ
は
、
こ
の
二
年
間
で
 

ー

 

‘
 

「
ル
わ
」
、
 

《
‘
一
 

約
3
4
0
例
に
施
行
し
、
 

そ
の
約
2
％
に
当
た
る
7
 

例
に
胃
癌
、
十
二
指
腸
癌
 

を
発
見
、
こ
の
う
ち
3
例
 

は
早
期
癌
の
状
態
で
発
見
 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
赤
池
町
立
病
院
 

手
術
室
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
 

方
城
町
民
の
方
に
も
安
心
 

し
て
外
科
・
整
形
外
科
疾
 

患
の
手
術
的
治
療
を
受
け
 

ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
 

ま
い
り
ま
し
た
。
 

胆
石
症
・
胃
切
除
術
・
虫
垂
炎
な
ど
 

多
数
の
患
者
さ
ん
を
赤
池
町
立
病
院
で
 

手
術
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
常
勤
医
師
の
不
足
 

に
よ
り
、
少
な
か
ら
ず
診
療
面
で
ご
迷
 

惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
は
大
変
申
し
訳
 

な
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

さ
て
、
今
回
、
待
望
の
内
科
常
勤
医
 

で
あ
る
大
屋
先
生
を
お
迎
え
し
、
従
来
 

の
内
科
・
外
科
・
小
児
科
の
外
来
診
療
 

を
い
っ
そ
う
の
充
実
・
向
上
に
努
力
し
 

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

具
体
的
に
は
、
複
数
医
師
に
よ
る
診
 

療
内
容
の
向
上
、
待
ち
時
間
の
短
縮
、
 

十
分
な
病
状
説
明
と
成
人
病
に
不
可
欠
 

な
栄
養
生
活
指
導
、
ま
た
、
午
後
・
夜
 

間
の
救
急
患
者
へ
の
対
応
な
ど
の
き
め
 

嘉
罷
罷
罷
嘉
罷
嘉
罷
器
競
罷
養
罷
義
罷
麓
罷
 

又
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
 

〇
子
ど
も
と
高
令
者
を
交
通
事
故
か
 

ら
守
ろ
う
。
 

〇
暴
走
族
を
追
放
し
よ
う
。
 

〇
交
差
点
駐
車
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う
。
 

〇
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
よ
う
。
 

を
援
択
し
ま
し
た
。
 

大
会
終
了
後
は
、
田
川
警
察
署
の
パ
 

ト
カ
ー
を
先
頭
に
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
 

を
行
い
ま
し
た
。
 

第
一
班
は
上
田
川
地
区
、
第
二
班
は
 

下
田
川
地
区
に
向
け
て
、
各
町
村
か
ら
 

繰
り
出
し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
に
よ
る
 

車
柄
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
田
川
地
区
の
 

ド
ラ
イ
バ
ー
、
及
び
住
民
に
交
通
安
全
 

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

方
城
町
婦
人
会
運
動
会
が
4
月
 30 

日
 

方
城
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
運
動
会
は
、
町
内
婦
人
の
親
睦
 

及
び
体
育
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
 

と
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
年
は
 

第
 32 

回
目
と
な
り
ま
す
。
 

こ
の
日
参
加
し
た
 25 

支
部
に
よ
り
、
 

和
気
あ
い
あ
い
の
内
に
競
技
が
進
行
し
 

ま
し
た
。
 

仮
装
大
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
 

， 
の
趣
向
を
こ
ら
し
た
す
ば
ら
し
い
も
の
 

の
趣
向
を
 

が
あ
り
、
運
動
会
を
い
っ
そ
う
盛
り
上
 

げ
ま
し
た
。
 

た
だ
、
仮
装
大
会
に
出
場
す
る
支
部
 

の
数
が
、
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
い
 

く
よ
う
で
、
 

一
寸
淋
し
い
気
が
し
ま
し
 

た。 運
動
会
最
後
の
競
技
は
紅
白
リ
レ
ー
 

で
す
。
抜
き
つ
、
抜
か
れ
つ
、
選
手
は
 

力
走
、
応
援
も
一
段
と
力
が
入
り
、
運
 

動
会
も
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
し
ま
す
。
 

室
内
で
の
声
援
は
反
響
す
る
の
で
、
も
 

の
す
ご
い
大
声
援
が
こ
だ
ま
し
ま
す
。
 

運
動
場
で
は
味
わ
え
な
か
っ
た
迫
力
を
 

感
じ
ま
し
た
。
 

『
住
民
登
録
』
は
正
確
に
1
・ 

〈

投

票

入

場

券

は

郵

送

〉

 

方
城
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
お
知
 

ら
せ
致
し
ま
す
。
 

〔
投
票
入
場
券
〕
に
つ
い
て
 

各
種
選
挙
に
於
け
る
投
票
入
場
券
の
 

配
布
方
法
は
、
今
ま
で
は
駐
在
員
の
方
 

々
に
お
願
い
致
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
 

来
年
の
県
知
事
、
県
議
会
議
員
一
般
選
 

挙
か
ら
、
各
家
庭
へ
郵
送
す
る
こ
と
に
 

致
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

こ
の
郵
送
方
式
に
致
し
ま
す
と
、
住
 

民
登
録
を
し
て
い
る
住
所
で
入
場
券
が
 

送
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
現
在
住
ん
で
い
る
住
所
 

と
住
民
登
録
を
し
て
い
る
住
所
が
異
な
 

る
場
合
メ
、
郵
便
局
か
ら
「
不
在
」
 
と
 

内
科
医
ク
大
屋
正
文
先
生
）
来
る
 

ー
方
城
町
立
病
院
ー
 

細
か
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
行
 

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

主
と
し
て
大
屋
先
生
に
循
環
器
・
糖
 

尿
病
・
感
染
症
を
中
心
に
し
た
内
科
・
 

小
児
科
診
療
を
、
私
が
消
化
器
疾
患
を
 

中
心
と
し
た
内
科
疾
患
と
外
科
・
整
形
 

外
科
的
疾
患
、
ま
た
、
高
田
先
生
は
漢
 

方
診
療
を
基
本
と
し
た
外
科
・
整
形
外
 

科
診
療
を
担
当
し
て
い
た
だ
ぎ
ま
す
。
 

さ
ら
に
は
、
院
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
 

ず
町
内
の
往
診
・
訪
問
看
護
を
積
極
的
 

に
推
進
し
、
老
人
の
在
宅
医
療
・
在
宅
 

ケ
ア
ー
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
 

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

往
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
ど
う
 

ぞ
遠
慮
な
く
病
院
ま
で
お
申
し
出
く
だ
 

さ
い
。
 

で
き
得
る
限
り
の
対
応
を
さ
せ
て
い
 

こ
の
6
月
1

日
よ
り
、
 

町
立
病
院
の
内
科
の
担
当
 

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
宜
 

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

前
任
が
隣
町
の
赤
池
町
立
 

病
院
で
し
た
が
、
ほ
と
ん
 

ど
の
方
と
は
初
対
面
と
な
 

り
ま
す
の
で
簡
単
に
自
己
 

紹
介
を
し
て
お
き
ま
す
。
 

昭
和
 34 

年
生
ま
れ
で
 31
 

歳
、
昭
和
 59 

年
に
自
治
医
 

科
大
学
を
卒
業
し
て
、
福
 

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

御
存
知
の
よ
う
に
町
立
病
院
は
老
朽
 

化
が
著
し
く
、
充
分
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
 

が
で
き
な
い
状
態
で
す
。
 

ま
た
、
衛
生
上
の
問
題
か
ら
も
早
急
 

に
新
病
院
の
建
設
が
必
要
で
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
医
療
は
最
終
的
に
は
 

病
院
の
規
模
や
医
療
設
備
で
は
な
く
、
 

仁
術
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
っ
 

て
い
ま
す
。
 

ど
う
ぞ
町
立
病
院
が
、
幅
広
く
町
民
 

の
方
々
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
 

お
り
ま
す
。
 

岩
崎
町
長
も
平
成
三
年
度
中
に
は
病
 

院
を
新
し
く
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
 

の
で
、
議
会
関
係
者
、
住
民
の
方
々
に
 

も
広
く
町
立
病
院
へ
の
ご
理
解
と
ご
期
 

待
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

い
う
こ
と
で
入
場
券
が
届
か
な
い
こ
と
 

が
あ
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
住
所
 

と
、
現
在
居
住
し
て
い
る
住
所
が
異
な
 

る
場
合
は
、
役
場
住
民
課
戸
籍
係
で
転
 

居
届
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
 

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

方
城
町
選
挙
管
理
委
員
会
 

~ー‘ 

岡
市
内
の
総
合
病
院
で
の
研
修
終
了
伽
 

県
立
嘉
穂
病
院
内
科
、
小
石
原
村
診
療
 

所
、
赤
池
町
立
病
院
を
経
て
当
地
の
内
 

科
に
参
り
ま
し
た
。
 

実
家
が
太
宰
府
と
い
う
関
係
も
あ
り
、
 

現
在
は
隣
市
の
筑
紫
野
市
に
家
族
2
人
 

（
妻
…
歯
科
医
師
で
す
が
休
業
中
、
長
 

男
…
1
歳
半
）
が
お
り
ま
す
の
で
、
週
 

の
半
分
以
上
は
米
山
峠
を
越
え
て
の
通
 

勤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

院
長
の
詫
庁
先
生
は
、
大
学
の
先
輩
 

に
当
た
る
為
、
外
科
と
も
充
分
タ
イ
ア
 

ッ
プ
し
て
の
診
療
が
進
め
て
い
け
る
も
 

の
と
思
い
ま
す
。
 

今
後
院
長
ま
た
高
田
先
生
と
共
に
、
 

地
域
医
療
の
向
上
の
為
に
役
立
つ
も
の
 

は
順
次
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
 

て
い
ま
す
の
で
、
ご
要
望
や
ご
意
見
等
 

あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
出
し
て
頂
 

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
内
科
の
充
実
に
向
け
て
、
 

非
力
な
が
ら
頑
張
る
所
存
で
あ
り
ま
す
 

の
で
、
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
 

す。 

~ 
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広報 第161号 平成2年7 月10日 

し
尿
処
理
施
設
建
設
工
事
始
ま
る
 

下
田
川
衛
生
組
合
（
構
成
団
体
名
、
 

糸
田
町
、
金
田
町
、
方
城
町
、
赤
池
町
）
 

し
尿
処
理
施
設
の
建
設
工
事
が
、
方
城
 

町
大
字
弁
城
迫
の
現
施
設
内
で
始
ま
り
 

ま
し
た
。
 

現
在
の
施
設
は
、
処
理
能
力
一
日
当
 

り
 45
 

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
、
昭
和
四
十
六
 

年
に
完
成
、
約
二
十
年
間
下
田
川
四
カ
 

町
の
し
尿
を
処
理
し
て
来
ま
し
た
が
、
 

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
処
理
能
力
の
低
 

下
、
生
活
様
式
の
多
様
化
、
人
口
増
加
 

等
に
よ
る
し
尿
の
採
集
量
が
急
増
し
た
 

の
で
、
下
田
川
四
カ
町
の
協
議
に
よ
り
 

全
面
更
新
を
行
う
も
の
で
す
。
 

総
事
業
費
約
十
二
億
三
千
六
百
七
十
 

万
円
、
財
源
内
訳
は
、
国
庫
補
助
金
三
 

億
四
千
四
百
五
十
万
円
、
地
方
債
（
厚
 

生
年
金
、
国
民
年
金
積
立
金
還
元
融
資
）
 

六
億
壱
千
三
百
八
十
万
円
、
残
り
二
億
 

七
千
八
百
四
十
万
円
は
、
四
カ
町
の
負
 

担
金
で
す
。
 

新
し
い
施
設
の
処
理
能
力
は
、
 
一
日
 

当
り
 70 

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
で
、
公
害
の
な
 

い
最
新
式
の
処
理
方
式
を
採
用
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

こ
の
施
設
が
完
成
し
ま
す
と
、
四
万
 

四
千
人
（
現
在
四
万
七
百
人
）
の
し
尿
 

が
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

~~＝=＝~＝====＝~~＝=＝~＝＝ロ＝中＝~~ロ~~ 

消
防
ホ
ー
ス
を
購
入
 

石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
交
付
金
 

平
成
元
年
度
石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
 

策
交
付
金
に
よ
り
、
消
防
ホ
ー
ス
 16 

本
 

を
購
入
し
ま
し
た
。
 

早
速
、
方
城
町
消
防
団
に
配
布
し
、
 

消
火
活
動
、
訓
練
等
町
民
の
生
命
、
財
 

産
を
守
る
た
め
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ
 

て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
す
。
 

と
び
う
め
国
体
の
花
 

『
サ
ル
ビ
ア
』
 
の
育
成
 

と
び
う
め
国
体
県
民
運
動
は
、
と
び
 

う
め
国
体
の
開
催
を
契
機
と
し
て
「
よ
 

り
明
る
く
、
豊
か
な
住
み
よ
い
郷
土
づ
 

く
り
」
と
、
県
民
総
参
加
に
よ
る
国
体
 

の
成
功
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

具
体
的
な
実
践
項
目
の
ー
つ
で
あ
る
 

ー
環
境
づ
く
り
ー
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
 

一
環
と
し
て
、
方
城
町
で
は
、
婦
人
会
 

老
人
会
の
協
賛
に
よ
り
『
サ
ル
ビ
ア
』
を
 

各
婦
人
会
支
部
長
、
老
人
会
単
位
会
長
 

さ
ん
方
の
各
家
庭
に
苗
を
持
ち
帰
り
育
 

第161号 、つ よ
 

じ
 

》つ ほ
 

て
て
項
い
て
い
ま
す
。
 

き
れ
い
に
咲
い
た
サ
ル
ビ
ア
を
矩
火
 

リ
レ
ー
の
引
断
所
、
式
典
会
場
に
か
ぎ
 

り
サ
ル
ビ
ア
の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
 

う
と
い
う
計
画
で
す
。
 

と
び
う
め
国
体
の
成
功
の
た
め
、
町
 

民
の
皆
さ
ん
の
ご
声
援
ご
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

な
お
、
方
城
町
内
の
矩
火
リ
レ
ー
の
 

コ
ー
ス
、
及
び
時
間
は
下
記
の
と
お
り
 

で
す
。
 

ー
 

方城町 

矩火リレーコース 

(10月17日） 
サルビア 

赤池町ノ＼ 

(4) 

中山商店前 

kM. ii: 56 

(3) 

方城町役場 

kM. ii: 39 

(2) 
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く
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い
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自

、

 

文
化
財
シ
リ
ー
ズ
国
 

U
心

‘

心

八

」

W
'

‘

八

U
‘
・
・
 

方
城
町
文
化
財
専
門
委
員
会
 

会
長
 

植
 
田
 
辰
 
生
 

昭
和
四
十
四
年
方
城
町
史
が
発
行
さ
 

れ
た
が
、
紙
面
の
制
約
、
資
料
内
容
の
 

不
足
、
時
代
性
の
不
確
認
等
に
よ
っ
て
、
 

い
く
つ
か
の
貴
重
な
文
化
遺
産
が
削
除
 

さ
れ
た
り
説
明
不
足
と
な
っ
て
い
る
。
 

各
地
で
郷
土
再
発
見
の
声
が
大
き
く
 

な
っ
て
い
る
現
在
、
方
城
町
内
の
遺
産
 

を
も
う
一
度
調
査
研
究
す
る
こ
と
も
必
 

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

町
内
を
南
西
に
流
れ
る
弁
城
川
、
伊
 

方
川
、
白
髪
川
が
あ
る
。
 

白
髪
川
下
流
に
、
矢
熊
川
と
白
髪
橋
の
 

中
程
に
白
石
誠
一
氏
宅
（
白
髪
神
社
北
 

西
ー
第
三
保
育
所
隣
）
が
あ
る
。
 

そ
の
庭
に
楚
字
（
イ
ン
ド
文
字
）
が
彫
 

ら
れ
た
自
然
石
が
あ
る
。
高
さ
三
メ
ー
 

ト
ル
余
、
巾
一
、
五
メ
ー
ト
ル
余
の
石
 

に
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ー
ル
位
の
大
き
さ
 

の
楚
字
畳
茶
羅
が
三
個
刻
ま
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
は
五
三
八
年
日
本
に
仏
教
と
共
に
 

入
っ
た
イ
ン
ド
文
字
を
、
 
一
般
に
楚
字
 

と
呼
ん
で
い
る
。
 

こ
の
自
然
石
の
楚
字
の
年
代
は
、
今
 

の
処
不
明
で
あ
る
が
、
町
内
上
弁
城
の
 

岩
屋
権
現
の
楚
字
憂
茶
羅
が
一
三
三
五
 

年
（
建
武
二
年
）
の
遺
作
で
あ
る
。
 

こ
れ
よ
り
や
や
お
く
れ
て
、
室
町
ー
江
 

戸
初
期
の
頃
と
思
わ
れ
る
も
、
今
後
の
 

研
究
が
必
要
で
あ
る
。
 

山
伏
と
は
、
山
に
臥
し
て
修
業
を
す
 

る
意
に
て
、
彦
山
に
は
 
「
一
山
十
谷
四
 

九
窟
」
 
に
 
「
三
千
八
百
坊
」
 
が
あ
っ
た
 

と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

こ
の
彦
山
で
の
修
験
道
は
、
山
獄
信
 

仰
に
仏
教
が
習
合
し
て
成
立
し
た
も
の
 

で
、
仏
教
の
一
派
で
あ
り
な
が
ら
神
道
 

儀
礼
を
含
み
、
更
に
民
間
の
習
俗
と
の
 

結
び
つ
き
が
極
め
て
大
き
い
と
い
わ
れ
 

て
い
る
。
 

峯
入
は
、
春
峯
、
夏
峯
、
秋
峯
の
一
 

一 

●
毎
店
舗
販
売
事
犯
を
め
く
っ
て
 

一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 
一
 

日
常
生
活
に
密
着
し
て
い
る
悪
質
商
法
 

無
店
舗
販
売
事
犯
と
は
、
訪
問
販
売
 

や
通
信
販
売
の
形
態
を
利
用
し
て
行
わ
 

れ
る
悪
質
商
法
を
い
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
日
常
生
活
に
密
着
し
て
い
 

る
た
め
、
す
べ
て
の
消
費
者
が
被
害
者
 

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
 

主
な
手
口
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
 

の
が
あ
り
ま
す
。
 

▼
か
た
り
商
法
 

「
消
防
署
の
ほ
う
か
ら
来
ま
し
た
。
 

消
火
器
は
、
家
庭
に
一
本
置
く
こ
と
が
 

》
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
」
 
な
ど
と
い
 

っ
て
、
普
通
の
消
火
器
を
高
く
売
り
つ
 

け
る
手
口
。
 

▼
資
格
商
法
 

「
こ
の
講
習
を
受
け
る
と
、
試
験
な
 

し
で
、
国
家
資
格
が
取
れ
る
」
な
ど
と
 

だ
ま
し
て
、
受
講
料
や
テ
キ
ス
ト
代
を
 

だ
ま
し
と
る
手
口
。
 

▼
内
職
商
法
 

「
こ
の
商
品
は
い
ま
売
れ
て
い
て
、
 

生
産
が
追
い
つ
か
な
い
ん
で
す
よ
。
片
 

手
間
に
で
き
ま
す
か
ら
、
内
職
で
や
っ
 

て
み
ま
せ
ん
か
」
 
な
ど
と
だ
ま
し
て
、
 

方城町中央公民館 

kM. 11 】 32 

職員区公民館前 

kM. 11 】 23 

~“」 

商
品
を
作
る
の
に
必
要
な
機
械
な
ど
し
・
・
 

売
り
つ
け
、
で
き
た
商
品
は
、
買
わ
な
 

い
と
い
う
手
口
。
 

安
心
さ
せ
て
 

人
の
気
持
ち
に
つ
け
い
る
 

こ
う
し
た
商
法
は
、
人
間
の
気
持
ち
 

を
悪
用
し
て
い
ま
す
。
 

か
た
り
商
法
は
、
公
的
機
関
の
身
分
 

を
か
た
っ
て
、
相
手
を
安
心
さ
せ
る
手
 

口
で
す
。
 

ま
た
、
資
格
商
法
・
内
職
商
法
な
ど
 

は
、
家
計
の
や
り
く
り
や
有
利
な
労
働
 

条
件
を
得
よ
う
と
努
力
す
る
人
の
気
持
 

ち
に
つ
け
こ
む
手
口
と
い
え
る
で
し
ょ
 

・フ。 

r
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
 

回
に
分
か
れ
て
い
る
。
方
城
町
と
結
び
 

つ
い
て
い
る
の
は
秋
峯
で
あ
る
。
 

彦
山
を
七
月
晦
日
（
今
年
は
九
月
十
 

八
日
）
に
出
発
し
て
別
所
ー
野
田
ー
下
 

今
任
ー
楠
ー
古
門
ー
畑
ー
上
弁
城
泊
（
 

岩
屋
権
現
）
。
 

（
後
に
上
野
と
隔
年
と
 

な
る
。
）
上
野
ー
頓
野
ー
尺
岳
ー
福
智
 

山
項
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。
 

矢
熊
楚
字
は
、
方
城
町
内
に
於
け
る
 

最
初
の
儀
式
の
場
所
で
 

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 

峯
入
の
儀
式
は
、
 

「 

峯
中
十
種
所
役
」
 
と
い
 

う
も
の
が
あ
り
、
極
め
 

て
苛
酷
な
も
の
で
あ
っ
 

た
と
い
う
。
 

空
海
が
真
言
宗
を
開
 

く
に
あ
た
っ
て
よ
り
ど
 

こ
ろ
と
し
た
も
の
に
、
 

「
大
日
経
」
 
が
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
 

て
実
践
す
る
も
の
を
胎
蔵
界
法
と
い
い
 

「
金
剛
項
法
」
に
基
づ
い
た
も
の
を
金
 

剛
界
法
と
い
う
。
 

秋
の
峯
入
は
、
こ
の
金
剛
界
に
属
し
 

「
煩
悩
を
砕
く
の
は
智
恵
」
で
あ
る
が
、
 

そ
の
智
恵
を
金
剛
と
い
う
。
如
来
の
智
 

の
世
界
を
金
剛
界
と
い
う
。
 

上
部
①
」
（
ウ
ー
ノ
）
阿
閃
如
来
ー
 

無
動
な
る
者
よ
ー
能
満
願
 

下
部
左
②
a

（
ァ
）
胎
蔵
界
大
日
如
 

来
ー
七
福
即
生
ー
大
誓
願
 

下
部
右
③
一
（
バ
ー
ノ
）
金
剛
界
大
 

日
如
来
ー
七
難
即
滅
 

以
上
の
意
と
思
わ
れ
る
が
配
置
、
字
体
 

等
に
疑
間
に
思
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
 

こ
の
場
所
は
、
中
世
で
は
樹
木
誉
蒼
 

た
る
森
林
で
浄
水
の
湧
出
し
た
と
こ
ろ
 

で
、
修
業
の
場
と
し
て
の
好
条
件
を
備
 

え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
 

昭
和
初
期
の
頃
に
は
、
九
月
中
旬
に
 

祭
が
行
わ
れ
て
多
く
の
信
仰
者
に
参
拝
 

さ
れ
御
利
益
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
 

た
。
又
、
山
伏
の
き
び
し
い
修
業
の
ー
 

つ
で
あ
る
相
撲
も
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
 

た
が
、
最
近
で
は
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
 

以
下
、
次
号
へ
続
く
 



案161号 平成2年7 月10日 広報 (8) ●つ よ
 

じ
 

～つ ほ
 

お 

矢ロ 

ら 
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学
生
の
皆
さ
ん
も
 

国
民
年
金
の
強
制
加
入
に
な
り
ま
す
 

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
 20 

歳
以
上
 

60 

歳
未
満
の
大
学
・
専
修
学
校
の
学
生
 

等
の
国
民
年
金
へ
の
加
入
は
、
現
在
任
 

意
で
す
が
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
 

第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
、
強
制
加
入
 

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

⑥
効
果
 

①
現
在
、
任
意
加
入
し
て
い
な
い
 20 

歳
以
上
の
学
生
等
が
事
故
等
で
障
 

害
が
残
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
 

が
支
給
さ
れ
な
い
と
い
う
事
態
が
 

防
止
で
き
ま
す
。
 

②
老
齢
基
礎
年
金
は
、
 
20 

歳
か
ら
 60 

歳
に
な
る
ま
で
の
 40 

年
の
加
入
期
 

間
を
基
礎
に
年
金
額
の
水
準
が
設
 

援
護
の
主
な
対
象
 

援
護
法
に
よ
る
援
護
の
主
な
対
象
は
 

戦
時
中
、
次
に
揚
げ
る
軍
属
又
は
準
軍
 

属
の
身
分
に
あ
っ
た
方
々
が
、
公
務
中
 

か
、
公
務
で
な
く
て
も
勤
務
に
関
連
し
 

て
傷
病
に
か
か
り
、
そ
の
結
果
、
障
害
 

の
状
態
に
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
方
（
 

戦
傷
病
者
）
、
死
亡
さ
れ
た
場
合
は
、
 

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
満
額
 

の
年
金
を
す
べ
て
の
人
が
受
け
る
 

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

⑥
保
険
料
の
問
題
 

親
元
か
ら
離
れ
て
生
活
し
て
い
る
 

学
生
等
に
収
入
が
な
い
場
合
や
親
 

と
同
居
し
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
 

の
世
帯
の
収
入
状
況
か
ら
み
て
負
 

担
能
力
が
な
い
と
き
は
、
申
請
す
 

る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
 

れ
ま
す
。
 

免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
就
職
し
 

た
後
、
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
満
 

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
確
保
す
る
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

そ
の
ご
遺
族
（
戦
没
者
遺
族
）
の
方
で
 

す。 
〇
陸
、
海
軍
部
内
の
有
給
の
嘱
託
員
、
 

雇
員
、
偏
人
、
工
員
、
鉱
員
（
軍
属
 

又
は
準
軍
属
ー
各
人
の
勤
務
地
な
ど
 

に
よ
り
、
ど
ち
ら
か
の
名
称
）
 

〇
国
家
総
動
員
法
に
よ
り
徴
用
さ
れ
た
 

軍
需
工
場
な
ど
で
働
い
た
者
（
準
軍
 

属） 

「
行
方
不
明
者
を
さ
が
す
相
談
所
」
 

特

設

に

つ

 い
て
 

県
警
本
部
で
は
、
昭
和
 63 

年
夏
か
ら
 

「
行
方
不
明
者
を
さ
が
す
相
談
所
」
を
 

常
設
し
、
い
つ
で
も
相
談
を
受
け
て
い
 

一 
て
困
っ
て
い
る
方
、
悩
ん
で
い
る
方
は
、
］
 

一
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

一 

【 

任
鉢
ザ
の
た
め
に
お
い
で
に
な
る
と
き
 
】 

】 
は
、
写
一
な
ど
手
が
か
り
と
な
る
も
の
 
！ 

一
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
一
 

一 
ま
す
o
 

一 

ま
す
が
、
こ
と
し
も
「
身
元
確
認
強
調
 

月
間
」
行
事
と
し
て
「
相
談
所
」
を
特
 

設
し
ま
す
。
次
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
 

〔
相
談
内
容
〕
 

〇
家
を
出
て
長
期
間
に
な
る
が
、
行
方
 

が
わ
か
ら
な
い
。
 

〇
遺
言
や
日
常
の
言
動
か
ら
自
殺
す
る
 

お
そ
れ
が
あ
る
。
 

〇
総
動
員
業
務
の
協
力
者
 

▲
学
校
報
国
家
の
隊
員
（
い
わ
ゆ
る
 

動
員
学
徒
。
学
徒
勤
労
会
に
よ
り
、
 

中
学
校
、
女
学
校
、
大
学
な
ど
か
ら
 

動
員
さ
れ
、
軍
需
工
場
な
ど
で
働
い
 

た
学
生
生
徒
）
 

▲
女
子
挺
身
隊
の
隊
員
（
女
子
挺
身
 

勤
労
令
に
よ
り
動
員
さ
れ
、
旧
国
鉄
 

や
軍
需
工
場
な
ど
で
働
い
た
女
性
 

▲
国
民
勤
労
報
国
隊
の
隊
員
（
国
民
 

勤
労
報
国
協
力
令
に
よ
り
動
員
さ
れ
 

軍
需
工
場
な
ど
で
働
い
た
者
）
 

〇
軍
の
要
請
に
よ
り
戦
闘
に
参
加
し
た
 

〇
病
弱
、
老
令
、
年
少
な
ど
の
た
め
死
 

亡
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

〇
犯
罪
の
被
害
者
と
な
っ
て
い
る
お
そ
 

れ
が
あ
る
。
 

〔
相
談
所
特
設
の
日
時
〕
 

平
成
2
年
8
月
2
日
（
木
）
か
ら
8
 

月
6

日
（
月
）
ま
で
の
5

日
間
、
毎
日
 

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
 

〔
相
談
所
の
場
所
〕
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号、 

福
岡
県
警
察
本
部
「
行
方
不
明
者
を
さ
 

が
す
相
談
所
」
 

〔
電
話
番
号
〕
 

（
〇
九
二
）
六
四
一
ー
四
一
四
一
 

内
線
二
七
三
六
 

三
校
並
び
に
保
育
所
へ
図
書
券
寄
贈
 

方

城

町

婦

人

会

 

毎
年
婦
人
会
の
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
 

ご
厚
志
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
シ
ー
 

ル
券
に
変
わ
る
図
書
費
を
寄
贈
し
ま
し
 

た
 。

 青
少
年
が
明
る
く
、
た
く
ま
し
く
育
 

つ
た
め
に
は
、
基
本
的
に
は
家
庭
の
あ
 

!
 

者
、
国
民
義
勇
隊
の
隊
員
、
満
洲
開
一
 

拓
青
年
義
勇
隊
の
隊
員
、
防
空
監
視
一
 

隊
員
な
ど
o
 

（
準
軍
属
）
 

一 

請
求
の
手
続
き
 

年
金
の
請
求
書
の
提
出
先
は
、
居
住
 

地
の
市
、
町
村
役
場
で
す
。
 

（
身
分
及
 

び
傷
病
の
公
務
性
等
を
立
 

証
す
る
確
実
な
資
料
、
戸
 

籍
書
類
が
必
要
で
す
。
）
 

な
お
、
詳
し
い
手
続
き
 

に
つ
い
て
は
福
岡
県
援
護
 

課
に
お
ご
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

り
方
、
青
少
年
自
身
の
問
題
、
学
校
に
 

お
け
る
教
育
の
問
題
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
 

ま
す
が
、
私
達
婦
人
会
も
母
親
の
立
場
 

を
通
し
て
、
青
少
年
健
全
育
成
、
非
行
 

防
止
の
主
旨
に
基
づ
い
て
、
子
ど
も
た
 

ち
が
文
化
的
で
豊
か
な
人
間
性
を
育
ん
 

で
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、
各
学
校
と
保
 

育
所
へ
図
書
券
と
し
て
寄
贈
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
し
た
。
 

書
面
を
も
ち
ま
し
て
、
会
員
の
皆
さ
 

ま
の
ご
協
力
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
 

す。 
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